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序 文 

 

飛騨市は、岐阜県の最北部に位置する自然豊かな町で、史跡江馬氏城館跡・名勝江馬

氏館跡庭園が存在する神岡町はその北東部を構成しています。この地域は、中世は高原

郷と呼ばれていました。市街地を中心として、高原川流域や街道沿いに放射状に集落が

存在する、中世さながらの地域の様子を今に伝えています。 

江馬氏の下館跡は、高原川の右岸段丘上に位置し、江戸時代以降は巨石が水田から露

頭していることから、江馬氏の館・庭園（通称「五ヶ石」）であると言われていました。

それが昭和 40年代の土地改良をきっかけとした調査によって伝承どおりであることが

判明し、周辺の山城も含めて「江馬氏城館跡」として、昭和 55年３月に国の史跡に指

定されました。 

その後も、長年にわたって調査を行い、有識者も交えた詳細な検討を重ねて復元整備

を実施した下館の庭園は、室町時代の庭園文化が地方への伝播・多用化した貴重な事例

であること、保存整備によって芸術上及び観賞上の価値も顕在化されたことから、平成

29年 10月に「江馬氏館跡庭園」として名勝の指定を受けました。 

この保存活用計画書は、これまでに実施した調査・整備事業の成果を総括して史跡・

名勝の価値を明らかにし、その価値を確実に未来に継承するための指針として策定いた

しました。整備事業のころから指導いただいている先生方を中心に整備委員会を新たに

組織し、この誇るべき歴史遺産をどのように保存活用すべきか、熟考しながら内容を検

討してまいりました。 

今後はこの計画書を、本市の文化財保護の手引きとして活用し、この史跡・名勝が当

市の誇る優れた歴史遺産・景勝地として、市民の皆様とともに守り伝え、遠い未来の子

どもたちにも誇りや親しみのある場所となることを切に願います。 

最後となりましたが、本計画の策定に当たり、多大な御支援・御協力をいただいた関

係諸機関並びに関係者各位に深く感謝申し上げます。 

 

 

平成 31年３月 

飛騨市教育委員会   

教育長 沖畑 康子 



例 言 
                      

１ 本書は、岐阜県飛騨市神岡町殿ほかに所在する国指定史跡江馬氏城館跡及び国指定名勝江馬氏館跡

庭園の保存活用計画書（以下、「本計画」）である。 

 

２ 本保存活用計画の策定事業は、飛騨市教育委員会事務局文化振興課が主体となり、平成29年度と平

成30年度の２ヵ年で実施した。 

 

３ 本計画に掲載している一部の測量図及び編集図は、平成30年度に国宝重要文化財等保存整備費補助

金（市内遺跡発掘調査等）を受けて実施した成果を使用している。また、新規で作成した史跡範囲

図や公図合成図等の図面は、現時点の情報をもとに作成しているため、既存の図面と相違する場合

がある。 

 

４ 本計画の策定にあたっては「江馬氏城館跡整備委員会」を開催し、専門的見地から検討を重ねた上

で策定したものである。また、文化庁文化財部記念物課（平成30年10月から文化財第二課）及び岐

阜県環境生活部県民文化局文化伝承課の指導・助言を受けた。 

 

５ 本計画の策定にあたっては、『史跡等整備のてびき』（2005、文化庁文化財部記念物課 監修）及び

『史跡等・重要文化的景観マネジメント支援事業報告書』（2015、文化庁文化財部記念物課 監修）

に則り内容を検討した。 

 

６ 本計画の執筆ならびに編集は、「江馬氏城館跡整備委員会」における協議結果を踏まえ、飛騨市教

育委員会文化振興課が担当した。 

 

７ 本計画の策定にあたり、次の方々や諸機関から御協力をいただいた。記して感謝の意を表する次第

である（敬称略、五十音順）。 

大坪洋子、岐阜県歴史資料館、佐伯哲也、洞雲寺、飛騨高山まちの博物館、平井キミ子、 

柚原俊典 

 

凡 例 
                                    

１ 本計画は、史跡江馬氏城館跡と名勝江馬氏館跡庭園を対象としたものである。表記の混乱を避ける

ため、史跡と名勝を包括して指す場合は「史跡等」と表記する。個別に示す場合は「史跡」「名勝」

とそれぞれ表記する。また、史跡指定されている各山城跡（高原諏訪城跡・土城跡・寺林城跡・政

元城跡・洞城跡・石神城跡）を総括して指す場合は、「山城跡」と表記する。 
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